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東日本大震災直後から、私は被災地支援団体ＳＡＶＥ ＩＷＡＴＥで

ボランティア活動をしています。当初は被災地への物資支援が中心で

した。現在は沿岸から盛岡に避難されてきたおよそ 370 世帯のみなさ

んの暮らしの支援活動にあたらせていただいています。 

ＳＡＶＥ ＩＷＡＴＥは、これまでに 2 度にわたって被災者の方を岩

手町立石神の丘美術館にご招待するイベントを実施しました。多くの

方が「美術館に入るのは初めて」とのことでしたけれども、異口同音

に「いい時間を過ごすことができた」と好評でした。 

ニューヨークでも「9・11 同時テロ」の際、それまで美術館とはまっ

たく縁がなかったという市民が、メトロポリタン美術館に足を運ぶよ

うになったそうです。ときの館長は「体の傷は病院が治し、心の傷は

美術館が治す」と美術館の使命について語っています。 

このたびの震災は、美術館関係者が自分たちの使命について考える

機会となりました。石神の丘美術館も「心のケア」に微力ながら役立

ったのではないか、と思っています。この場合、沿岸から離れている

内陸の私たちの「心のケア」も含んでいます。 

一般的に美術館は「趣味の世界」と思われがちでしたが、それが誤

解であることを震災後に多くの人たちが実感しているのではないでし

ょうか。美術館は文化施設であると同時に、福祉施設でもあるのです。 

美術館の価値を入館者数ではかるのはあまり感心しませんが、石神

の丘美術館の入館者数は去年を上回っています。別に自画自賛するわ

けではなく、美術館が果たすべき役割を石神の丘美術館も果たしてい

るにすぎません。その結果が数値になっているものと思っています。 

なお、招待イベントについては、石神の丘美術館のある道の駅「石

神の丘」を指定管理している㈱岩手町ふるさと振興公社と岩手町に多

大なご協力をいただきました。この場を借りてお礼申し上げます。 

 

平成 23 年 11 月発行 

発行・岩手町立石神の丘美術館 

岩手県岩手郡岩手町五日市 

10-121-21 〒028-4307  

TEL 0195-62-1453   

FAX 0195-62-1477 

HP もご覧ください！ 

http://museum.ishigami-iwate.jp/ 

最新情報は blog でチェック！ 

芸術監督・斎藤 純のショートエッセイ   石神の丘から 30 

 

 

■休 館 日 

12/ 5(月) 

12/12(月) 

12/19(月) 

 

■開館時間 

9:00～17:00 

（入館は 16:30 まで）  

 

■観覧料金 

一般 200 円 

大・高生 100 円 

中学生以下無料 



  

 
  
    
   
   

 
 
 
   
  
  

    
 

 
 

 
   
 
  
 
 

美術館隣接 道の駅／レストラン「石神の丘」情報 

このコーナーのお問合せ・ご予約は  道の駅「石神の丘」 TEL0195-61-1600 まで 

11 月から３月の 

営業時間のご案内 

１１月から３月までの営業時間は 

下記のとおりです。 

＊産直・物産コーナー＊ 

9：00～18：00 

＊レストラン石神の丘＊ 

10：30～18：00 

＊パワー工房（売店）＊ 

9：00～16：00 

（上記施設は年末年始休業） 

道路情報休憩施設は、 

３６５日２４時間ご利用いただけます 

 

季季節節ののココーースス料料理理  
 

 

3,500 円 
（税込） 

＊食前酒ｏｒソフトドリンク ＊スモークサー

モンカナッペ、鴨スモーク～ビガラードソー

ス、サンマのエスカベッシュ～シンガレー

ズ風味盛合せ ＊きのことやまと豚ベーコ

ンのポタージュ ＊本日のお魚のピカタ～

アラビアータソース添え ＊若鶏と奥羽牛

やまと豚のバロティーヌ、フォアグラ添え

赤ワインソース ＊季節のサラダ ＊パン or

ライス ＊菊池牧場のミルク使用 母なる

大地の贈りもの ＊コーヒーor 紅茶各種 

※ コース料理は予約制となっております 

上記 TEL へお申し込み下さい 

版画（はんが）ってどんな作品？ 

どうやってつくるのかな？ 

この展覧会では、石神の丘美術館コレクションの中

から、学校で学ぶことの多い木版画をはじめ、銅版画、

リトグラフ、シルクスクリーンなど様々な版画技法でつ

くられた作品を紹介します。 

子どもたちの目線にあわせて展示するコーナーやク

イズコーナーなどもあり、 親子で楽しみながら作品を 

鑑賞することができる展覧会です。ホールでは、簡単に版画作品をつくる体験

もできますよ。 関連行事として、下記のとおりピアノと朗読を親子で楽しむ

無料コンサートも行ないます。         (展覧会の紹介は右ページに続きます) 

「親子で楽しむ版画展」関連コンサート 

親子で楽しむピアノと朗読 ぞぞぞうううのののババババババーーールルル   
 11／23（水・祝） 午後 2 時開演（午後 1 時 30 分開場） 

 会場／石神の丘美術館ギャラリーホール ＊入場無料（展覧会は別途）＊ 

 ピアノ演奏／滝沢善子さん（ピアニスト） 

 朗  読 ／岩手町立沼宮内中学校 報道委員会の皆さん 

 《プログラム》 

 W.A.モーツァルト 

  フランス民謡「ああ、聞いてくださいお母様」の主題による 

  12 の変奏曲（きらきら星変奏曲）C-Dur KV.265 

 W.A.モーツァルト 

  音楽のサイコロ遊び KV.294ｄ 

 F.プーランク 

  音楽物語「ぞうのババール」（J.de ブリュノフの絵本より） 

 

 岩手町立沼宮内中学校 報道委員会の皆さんは、この公演にむけて IBC 岩手放送 

アナウンサー・大塚富夫さんによる指導のもと練習を重ねてきました！ 

親親
子子
でで  

楽楽
しし
むむ  

版版
画画
展展  

左は、展示作品のひとつ、盛岡市在住の美術

家・大宮政郎さんの作品です。《ゲルニカ》などの

作品でよく知られるパブロ・ピカソの肖像をもと

につくられた版画作品です。 

さて、ここでクイズです。版画作品は紙に刷られ

ることが多いのですが、この作品はちょっとかわ

ったものに刷られています。さて何に刷られてい

るでしょうか？ 答えは展示室で実際に作品を見

てお確かめください ！ 

下のキャプションにもヒントがありますよ。 

大宮 政郎  《｢心の中なるイコン｣シリーズ パブロ・ピカソ》  綿版画 1980 年 

11／19（土）から 

12／25（日）まで 


